
HAORI について
(診療行為入力　プロトタイプによる説明)
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CLAIM・API・HAORI
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  一体化電子カルテ(診療行為編 標準レセプトソフト API)
 （HAORI を使った診療行為入力)

 診療行為(新規登録処理)
５つのステップ、３つのＡＰＩにより診療行為登録（患者請求処理)を行う。
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　URL:/api21/medicalmodv32　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　URL:/api21/medicalmodv33　
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ステップ１　診察料返却 ( 初回接続 ) 　　 URL:/api21/medicalmodv31

ステップ２　診療内容チェック

ステップ３　診療確認

ステップ４　診療確認・請求確認

ステップ５　診療登録



ステップ１　診察料返却(初回接続) 
（URL:/api21/medicalmodv31）
連携相手から送信された、患者番号、診療科等の基本チェックを行う。
問題なければ  指示に従った診察料を返却する。
ステップ２　診療内容チェック
（URL:/api21/medicalmodv32）
連携相手から送信された診療情報の基本チェックを行う。
ステップ３　診療確認
（URL:/api21/medicalmodv32）
送信された診療情報より算定可能となる加算（減算）が発生する場合、連携相手へ確認を行
う。（特定疾患処方管理加算、 内服７種類以上逓減等）
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ステップ４　診療確認・請求確認
（URL:/api21/medicalmodv33）
請求金額の計算結果を連携相手へ返却する。

ステップ５　診療登録
（URL:/api21/medicalmodv33）
連携相手から入金情報等を受け取り、診療情報、収納情報等の登録を行う。
各種帳票(請求書兼領収書等)の印刷情報の返却を行う。（現在仕様検討中）
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プロトタイプ(ruby + Sinatra)によるデモンストレーション
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（前提）
診療年月日 2016 年 6 月 30 日
対象患者番号 161　(羽織 テスト) 
保険組合せ 国保
受診履歴 同日に既に外科にて再診受診済(国保 精神通院 原爆一般 (320010))
病名 胃炎
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１．トップメニュー
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２．「診療行為」を押下後、「氏名検索」を押下
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３．「検索氏名」に「ハオリ」を入力後対象患者表示(日レセAPI(氏名検索使用))
   本来は、電子カルテ「診察終了会計待ち患者一覧」に相当
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４．患者番号 00161 羽織　てすと　さんを選択(日レセAPI(患者情報取得)使用により最新の情報を表示)
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５．「診療科区分」を「初診」とすると該当患者は、既に当日、外科で診察済なので以下のエラーとなる。
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このダイアログから「01 初診」を選択した場合、連携相手側は初診を指示する旨以下の値を設定し、
HAORI「診察料返却API(初回接続) (URL:/api21/medicalmodv31)」にてリクエストを送る。
.「診察料指示」
 <Doctors_Fee type="string">01</Doctors_Fee>  (初診指示)
該当の患者は既にこの診療日で外科を再診で受診しており、指示された初診の診察料の算定はできない。
この場合、HAORIからのレスポンスは、以下のようなエラーコードおよびエラーメッセージを返却する。
連携相手側はそのままメッセージ内容を前頁のような表示を行い、入力者に確認を促す。
.「エラーコード、エラーメッセージ」(これをそのまま画面表示(前画面))
<Api_Result type="string">E24</Api_Result>
<Api_Result_Message type="string">すでに当日に診察料を算定しています。初診料の算定はできません。</Api_Result_Message>

又、これ以降、次のステップに進めるかどうかの判断は、
<Api_Result type="string">000</Api_Result> であることと<Response_Number type="string">XX</Response_Number>
の値「XX」がリクエスト番号の値 + 1 となっていることである。(但し、レスポンス情報の中の選択項目のいずれかを
決定してから次のリクエストに進まなければならない場合もある。)
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尚、この患者の入力に関しては継続されるものとしてこの時点で排他状態となる。
これにより他の関連業務での該当患者の操作は不可となる。
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６．「診療区分」を「再診」に変更し、「診療行為入力」ボタン押下
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７．押下後の選択処理
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該当患者に対し、ダイアログから「02 再診」を選択する。連携相手側は再診を指示する旨以下の値を設定し、
HAORI「診察料返却API(初回接続) (URL:/api21/medicalmodv31)」にてリクエストを送る。
.「診察料指示」
 <Doctors_Fee type="string">02</Doctors_Fee>  (再診指示)
該当の患者は既にこの診療日で外科での再診を受診しており、算定対象となる診察料が複数存在する。
この場合、HAORIからのレスポンスは、以下のような選択コードおよび選択メッセージを返却する。
連携相手側は、その内容をリストボックス等で内容を表示し、入力者に判断を促す。
.「コード、メッセージ」
<Response_Number type="string">02</Response_Number>   ---> 次のリクエストに進むことが出来る値
<Api_Result type="string">000</Api_Result>
<Medical_Select_Flag type="string">True</Medical_Select_Flag>  --->  入力者の選択が必要な項目がある

/api21/medicalmodv31　では、選択項目は、<Medical_Information type="array">　内に以下のように出現する。
<Medication_Name type="string">再診料算定科：外科</Medication_Name>　　　のグループと
<Medication_Name type="string">同日再診</Medication_Name>　　　　　　　　のグループと
<Medication_Name type="string">他保険にて診察料算定済</Medication_Name>　のグループが存在するので
そのいずれかを選択するのか、選択できるような前ページの画面を表示し、妥当なものを選択する。
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８．「 再診料算定科：外科」を選択した場合
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９．「 同日再診」を選択した場合
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１０．「同日再診」が選択された場合、診察料は先にHAORIからレスポンスされた加算等を含めた該当のグループの情報を
全て取得することにより確定する。
これに、電子カルテ側での診療内容を追加する。(プリセット「向精神薬多剤投与」押下)
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１１．「スルモンチール錠15㎎」を不正なコードに変更し、「チェック」ボタン押下
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不正なコード等が存在する場合は、「 2.診療内容チェックAPI」において、HAORIから以下のような
レスポンスが返却される。
　
　<Api_Result type="string">E30</Api_Result>
　<Api_Result_Message type="string">診療行為にエラーがあります。</Api_Result_Message>
  <Medical_Result type="string">0001</Medical_Result>
  <Medical_Result_Message1 type="string">該当する点数マスターが存在しません</Medical_Result_Message1>
  <Medical_Position type="string">4</Medical_Position>           ----> 剤の位置(Medical_Info_childの位置)
  <Medical_Item_Position type="string">1</Medical_Item_Position> ----> 明細の位置
  <Medical_Result_Code type="string">061117014</Medical_Result_Code>　----> 不正なコード内容
これらの位置情報を使用して、該当のエラー明細等を指示する。
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１２．不正なコードを元に戻して「次へ」ボタン押下
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今回の投薬のケースでは、向精神薬(MSコンチン錠60(向精神薬))を含む多剤投与および病名に「胃炎」が設定されているので、
　. 向精神薬多剤投与に対する逓減確認
　. 内服薬剤７種以上に対する処方箋料確認
　. 特定疾患処方管理加算の算定確認
等の確認が必要になる。
「チェック」ボタン押下により、画面上の内容を設定してリクエスト送信を行うと、HAORIからまず以下のようなレスポンスが
返却される。
  <Api_Result type="string">S40</Api_Result>   ---> 選択項目があることを示すコード
  <Api_Result_Message type="string">選択項目があります。選択結果を返却してください。</Api_Result_Message>
  <Medical_Select_Code type="string">2006</Medical_Select_Code>
  <Medical_Select_Message type="string">向精神薬多剤投与となります。逓減しますか？</Medical_Select_Message>
この選択に対しどうするのか次頁のような表示を行い、選択結果を取得し、
　　<Select_Answer type="string">Ok</Select_Answer>    ---> はい
　　<Select_Answer type="string">No</Select_Answer>    ---> いいえ
のいずれかの内容を設定して、リクエスト送信を行う。
その後、HAORIから他の確認項目が返却されるので、それがなくなるまで選択結果を返却する。
(途中の選択結果を誤った場合は、最初から選択をやり直す設定も可能)

24



１３．「NＯ」を押下
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１４．「OＫ」を押下
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１５．「ＯＫ」を押下
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１６．確認内容がすべて終了し、不要剤の削除が可能な確認画面へ
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１７．最終確認画面
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１８．「入金」ボタン押下
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以上のようにHAORIでは、３つの日レセAPIをある決まりに従って会話的に接続していき
診療行為の登録まで完了させることを可能とした。
他の業務においてもこの方法により同様の対応が可能と考える。

HAORIと連携する電子カルテが、あたかも一体化電子カルテの
ように振る舞えるよう目指していく。
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